
 
 

COVID-19 感染拡大防止のための 

令和 3 年度活動報告№13 

 新型コロナウイルス感染症対策を継続してきた婦人会は、アフターコロナの方

向性を見据えて、感染対策を講じて、通年事業をこなしてきました。もちろん令

和元年のままでは実施できませんでしたが、熱意をもって会員の交流を続けて

います。コロナを言い訳にしない婦人会活動を紹介いたします。 

 

＜徳島県結核予防婦人団体連合会＞ 

徳島県では、「交流芸能大会～三世代交流～」と「徳島県婦人問題調査研究発

表大会」という、大きな行事を実施しています。 

参加前から参加者・スタッフ全員で、体温測定を各自実施し、体調を整えて大

会に臨みました。また、当日の受付では、再度検温・手指消毒を徹底し、分散入

場により、蜜にならないよう、心がけました。もちろん会場内はマスク着用をお

願いし、発表者のマイクは、入れ替わるごとに消毒を行いました。 

配席も間隔をあけて、休憩時間をこまめにとり、換気に注意しました。さらに、

会場では、水分補給のみ許可する、各自飲み物を持参していただくなど、感染対

策を徹底し、会話を伴う食事などは、禁止といたしました。 

その内容は、広報誌「なでしこ」に掲載しています（写真）。 

また、過去の活動もホームページに掲載しているので、ぜひご覧ください。

https://fujinkai-tokushima.com/activity/ 

 

   
 写真 徳島県 県婦連だより「なでしこ」第３１号（2021 年 3 月）より 


